
722 CHEMOTHERAPY MAY,1988

複雑 性尿 路感 染 症 に対 す るCS-807の 臨 床 的検討
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新 し く開発 され たセフェム系経 口剤 であるCS-807を,複 雑性尿路感 染症16例 に対 し1回100

mgま たは200mgを1日2回 朝 夕の食後 に投与 した。臨床効果 はUTI藁 効評価基準に合致 した

13例 では著効1例,有 効5例 無効7例 で総合有効率は46.2%で あった。細菌学 的効果では17株

の うち11株(64.7%)が 除菌 され た。 自他覚的 な副作用 は認 めなかったが,白 血球減 少1例

GPT・A1-P上 昇1例,血 清クレアチニン上昇1例 の計3例 に軽度の異常を認め,い ずれ も本剤 と

の関連性 は明 らかではなか った。

CS-807は 三共株式 会社 で開発 された新 しいセフェム

系経 口剤で あ り,β-ラ クタマーゼに安定 で,グ ラム陽

性菌,陰 性菌 に広範囲の抗菌スペク トルを有 し,特 に こ

れ まで の経 ロセ フェム剤 で抗 菌 力 の弱 か ったEnter-

obacter spp.,Serratia spp.,Indoie(+)Proteus属 菌に も

抗菌力が及 んでいる1)。

今 回われわれはCS-807を 複雑性尿路感染症に使用 し,

臨床的有用性 を検討 したので報告 する。

1.対 象 と 方 法

秋田大学医学部泌尿器科お よびその関連病院 において,

複 雑性尿路 感染症16例 に対 して本剤 を投与 した。疾 患

別では慢性 複雑性膀胱炎13例,慢 性 複雑性腎孟腎炎3

例 であった。UTI薬 効評価基 準(第3版)2)に 合致 した

症例 は13例 で,群 別 にみ ると単 独感 染の第1群1例,

第2群2{列 第3群1例 第4群3例 混合感染の第6

群3例 で あった。年齢 は31歳 か ら76歳 平均65.4歳 で

あ り,7(歳 以上 が過 半数 を占めた。性別 は男性12人,

女性4人 であった。

投与方法 は1回100mgま たは200mgを1日2回 朝 夕の

食後 に投与 し(200mgg/日 または400mg/日),投 与期間は

5日 間 とした。効果 判定 はUTI薬 効 評価 基準2)にもと

ついて総合臨床効果お よび細菌学的効 果の判定 を行 った。

また主治医 による著効,有 効,や や有効 無効の4段 階

判定 も合 わせて行 なった。安全性 の評 価 について は,

自 ・他覚的副作用の有無を観察 し,血 液学的,血 清生化

学的検査 を試験薬投与前後に行 なって評価した。

II.成 績

検討 した16例 の各症例 の概略をTable 1に 示した。

UTI薬 効評 価基準 に合致 した症例 は13例 であった。総

合臨床効果 はTabie 2に 示す ように著効1例(7.7%),

有効5例(38.5%),無 効7例(53.8%)で 総合有効率

は46.2%で あった。膿 尿に対 する効果では正常化6例

(46.2%),改 善1例(7.7%)不 変6例(46.2%)で

細尿菌に対す る効果 では消失3例(23.1%),菌 交代4

例(30.8%),不 変6例(46.2%)で あった。

疾患別病態 群別 の臨床効果はTable 3に 示すように

有効率 で第1群100%(1例),第2群50%(2例 中1

例),第3群0%(1例),第4群66.7%(6例 中4例)

で単独 感 染 での 有効 率 は60%で あった 斌 混合感染

(第6群)の3例 はすべて無効であった。

また,主 治医判定 では16例 中9例(56.3%)で 有効

以上であった。

細菌学的効果ではTable 4に 示す ように分離菌17株

が検出 さ礼11株 が消失し消失率は64.7%で あった。

自 ・他覚的 な副作用 は16例 全例 につ いて認 めなかっ

た。臨床検査値異常 は白血球数減少1例GPT・AI-P

上昇1例,血 清 クレアチニン上昇1例 の計3例 に軽度の

異常が認め られたが.本 剤 との関連性はいずれ も明らか



VOL.36 S-1 CHEMOTHERAPY 723

Table 1 Clinical summary of complicated U. T. I. cases treated with CS•807

Before Treatment

After Treatment
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Table 2 Overall clinical efficacy of CS-807 in complicated U. T. I.

Table 3 Overall clinical efficacy of CS-807 classified by type of infection

Tabele 4 Bacteriological response to CS-807 in complicated U. T. I.
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Table 5 Laboratory findings in cases treated with CS-807

ではなかった。試験薬投与前後 の臨床検査値 をTable

5に示した。

m.考 察

新しく開発 されたセフェム系経口剤であるCS-807は,

経口投与後主として腸管壁のエステラーゼによって分解

さ礼 β-ラクタマーゼに安 定な活性物 質R-3763と し

て循環血流中に入 り,約50%が 尿 中に排 泄 され る。 こ

のR-3763の 抗菌スペク トルはグ ラム陽性菌,陰 性菌に

広範囲にわたってお り,泌 尿器科領域で一般的 に広 く用

いられている従来のセ フェム系経 口剤 では抗菌力 の弱

かった菌種 にも抗菌力が認め られている。

今回の試験対象は全例が複雑 性尿路感染症 の,し か も

癌等の比較的重篤の基礎疾患を有する症例が対象 となっ

た。 また試験対象者の平均年齢 も平均65.4歳 と比較的

高く、薬効評価の条件 としてはある程 度厳 しい状況であ

ると考えられた。 したが って,今 回の検討の結果の総合

有効率46.2%は,こ の ような背景 を考慮 すれば現在用

いられているセフェム系経 口剤 と比較 して同等以上の有

効性を持つ と考 えられ た。

細 菌 学 的 効 果 で はE.coli 4株 を は じ め,

Acinetobacterspp.,S.epidermidis,E,faecalislis,

GNGNRは す べ て消 失,S.marcescenSは50%消 失

(1株/2株),一 方P.aeruginosa,P.cepacia各2株

Enterobacter sp.1株 はいずれ も存続 していた。

自 ・他覚的な副作用は1例 も認 めなかったが,臨 床検

査値異常 は因果 関係は 「不明」ではあ るものの3例 に認

めた。ただし,GPT・Al-P上 昇の1例 は投与前か らす

でに異常であ り,他 の2例 も軽度の異常で あ り,臨 床的

には特 に問題 とは考え られなかった。

今回の検討 の結果,CS-807は 今後検討 を続 けるに価

す る,有 用な薬剤であると考えられた。
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CS-807 IN COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS
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Sixteen patients with comlicated urinary tract infections were given 200 rig or 400 mg of CS-807, a new

cephem antibiotic, twice daily for five days. The overall clinical efficacy, evaluated by the criteria proposed

by the Japanese UTI Committee, was excellent in one case, moderate in five and poor in seven. Of the 17

strains isolated, 11 were eradicated. No subjective adverse effects were observed, but slight decrease in

leucocytes, slight elevaton of GOT and Al-P, and S-Cr in another were noted.


